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一

蒙古襲来以後の日本の対高麗関係

蒙
古
襲
来
以
後
の
日
本
の
対
高
麗
関
係

佐    

伯    

弘    

次

は
じ
め
に

高
麗
と
日
本
の
関
係
は
、
国
交
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
長
い
関
係
を
有
し
て
い
る
。
と
く
に
一
〇
一
九
年
の
刀
伊
の
入
寇
に
よ
っ
て
、

そ
の
関
係
は
深
ま
り
、
十
一
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
日
本
の
商
人
や
役
人
た
ち
が
高
麗
と
交
易
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
十
三
世
紀
前

半
に
は
、
進
奉
船
の
存
在
が
知
ら
れ
る
が
、
同
時
期
に
は
、
初
期
倭
寇
の
活
発
化
に
よ
り
、
国
書
の
や
り
取
り
が
続
い
た
。
し
か
し
、

さ
ら
に
関
係
が
深
く
な
る
の
は
、
十
三
世
紀
後
半
の
蒙
古
襲
来
期
で
あ
り（

（
（

、
今
度
は
敵
対
関
係
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

蒙
古
襲
来
に
関
し
て
は
、
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
日
本
と
高
麗
の
関
係
に
つ
い
て
も
多
く
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
モ
ン
ゴ
ル

皇
帝
フ
ビ
ラ
イ
に
よ
る
日
本
招
諭
、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
の
文
永
の
役
、
建
治
年
間
に
お
け
る
日
本
側
の
対
応
、
弘
安
四
年

（
一
二
八
一
）
の
弘
安
の
役
、
弘
安
の
役
後
の
元
に
よ
る
日
本
招
諭
と
い
っ
た
流
れ
で
、
日
元
関
係
は
推
移
す
る
。
鎌
倉
末
期
の
「
沙

汰
未
練
書
」
に
、「
蒙
古
ト
ハ
異
国
ム
ク
リ
ノ
事
也
」（

（
（

と
あ
り
、鎌
倉
末
期
に
蒙
古
は
「
ム
ク
リ
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。



二

近
世
に
は
、「
む
く
り
こ
く
り
」
と
蒙
古
・
高
麗
を
セ
ッ
ト
で
表
現
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
が
、
鎌
倉
期
に
「
こ
く
り
」
で
高
麗
を

意
味
す
る
史
料
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
や
は
り
蒙
古
襲
来
＝
文
永
・
弘
安
の
役
で
日
本
に
襲
来
し
た
主
体
は
モ
ン
ゴ
ル
（
元
）

で
あ
る
の
で
、同
時
代
の
日
本
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
大
で
あ
っ
た
が
、高
麗
は
そ
の
陰
に
隠
れ
て
認
識
が
薄
か
っ

た
。本

稿
で
は
、
日
元
関
係
を
前
提
と
し
て
、
蒙
古
襲
来
（
日
元
交
渉
）
以
降
の
日
本
と
高
麗
と
の
関
係
に
つ
い
て
通
時
的
に
概
観
し
、

日
本
の
高
麗
観
の
問
題
も
含
め
て
考
え
て
み
た
い
。

一　

蒙
古
国
書
の
到
来
と
日
本－

高
麗
関
係

（
一
）
至
元
三
年
フ
ビ
ラ
イ
国
書
と
高
麗
国
書

一
二
六
六
年
（
至
元
三
年
・
文
永
三
年
）
八
月
、
フ
ビ
ラ
イ
が
日
本
国
王
宛
の
国
書
を
書
い
た
こ
と
が
、
日
元
交
渉
の
始
ま
り
で

あ
る
。
こ
の
国
書
は
、
二
度
目
の
使
節
で
あ
る
高
麗
使
潘
阜
一
行
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
文
永
五
年
正
月
に
大
宰
府
に
到
着

し
た
。
大
宰
府
（
武
藤
氏
）－

鎌
倉
幕
府
を
経
由
し
て
、
文
永
五
年
二
月
六
日
に
京
都
に
到
着
し
、
翌
日
、
朝
廷
に
送
ら
れ
た
。
当

時
は
、
律
令
国
家
以
来
の
外
交
権
を
朝
廷
が
握
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
到
来
し
た
フ
ビ
ラ
イ
国
書
は
、「
調
伏
異
朝
怨
敵
抄
」
に
以
下
の
よ
う
な
写
し（

（
（

が
存
在
す
る
。

上
天
眷
命

大
蒙
古
国
皇
帝
、
奉
書
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日
本
国
王
、
朕
惟
自
古
小
国
之
君
、
境
土
相
接
、
尚
務
講
信
修
睦
、
況
我

　
�

祖
宗
、
受
天
明
命
、
奄
有
区
夏
、
遐
方
異
域
、
畏
威
懐
徳
者
、
不
可
悉
数
、
朕
即
位
之
初
、
以
高
麗
无
辜
之
民
、
久
瘁
鋒
鏑
、

即
令
罷
兵
、
還
其
疆
城
、
反
其
旄
倪
、
高
麗
君
臣
感
戴
来
朝
、
義
雖
君
臣
、
而
歓
若
父
子
、
計

　

�

王
之
君
臣
亦
已
知
之
、
高
麗
朕
之
東
藩
也
、
日
本
密
邇
高
麗
、
開
国
以
来
、
亦
時
通
中
国
、
至
於
朕
躬
、
而
無
一
乗
之
使
以

通
和
好
、
尚
恐

　

�

王
国
知
之
未
審
、
故
特
遣
使
持
書
、
布
告
朕
志
、
冀
自
今
以
往
、
通
問
結
好
、
以
相
親
睦
、
且
聖
人
以
四
海
為
家
、
不
相
通

好
、
豈
一
家
之
理
哉
、
至
用
兵
、
夫
孰
所
好
、

　

王
其
図
之
、
不
宣
、

�
�
�
�
�
�

至（
文
永
三
年
（

元
三
年
八
月　

日

「
大
蒙
古
国
皇
帝
」
で
あ
る
フ
ビ
ラ
イ
が
、
日
本
国
王
に
宛
て
た
国
書
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
の
皇
帝
た
ち
が
天
命
に
よ
っ
て
版
図

を
拡
大
し
、
高
麗
が
モ
ン
ゴ
ル
に
自
ら
臣
従
し
た
こ
と
を
述
べ
、
日
本
に
対
し
て
、「
通
問
結
好
、
以
相
親
睦
」
せ
ん
こ
と
を
求
め

た
も
の
で
あ
る
。「
通
問
結
好
」
の
み
で
あ
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て
も
問
題
は
な
い
が
、
文
末
の
「
至
用
兵
、
夫
孰
所
好
」
と
用
兵

す
な
わ
ち
戦
争
を
に
お
わ
せ
た
の
で
、
日
本
、
と
く
に
鎌
倉
幕
府
は
こ
の
文
言
に
す
ぐ
に
反
応
し
、
到
着
し
た
直
後
の
文
永
五
年
二

月
二
十
七
日
に
は
、「
蒙
古
人
が
凶
心
を
差
し
挟
み
、
本
朝
（
日
本
）
を
伺
っ
て
お
り
」「
早
く
用
心
す
べ
き
」
と
い
う
命
令
を
発
し

て
い
る（

（
（

。
同
年
、
関
東
に
い
た
宗
教
者
日
蓮
も
蒙
古
国
書
到
来
の
情
報
を
入
手
し
、
多
く
の
書
状
で
、
蒙
古
の
調
伏
を
説
い
て
い

る（
（
（

。
し
か
し
、
高
麗
の
調
伏
を
説
い
た
書
状
は
な
く
、
両
国
に
対
す
る
認
識
の
差
は
明
白
で
あ
る
。

こ
の
フ
ビ
ラ
イ
国
書
と
同
時
に
、
次
の
高
麗
国
書（

（
（

が
到
着
し
た
。

高
麗
国
王　

王
稙
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右　

啓
、
季
秋
向
闌
、
伏
惟

大
王
殿
下
、
起
居
万
福
、
瞻
企
瞻
企
、
我
国
臣
事

蒙
古
大
朝
、
禀
正
朔
、
有
年
于
玆
矣
、

皇
帝
仁
明
、
以
天
下
為
一
家
、
視
遠
如
邇
、
日
月
所
照
、
咸
仰
其
徳
化
、
今
欲
通
好
于

貴
国
、
而

詔
寡
人
云
、
海
東
諸
国
、

日
本
与
高
麗
為
近
隣
、
典
章
政
理
、
有
足
嘉
者
、
漢
唐
而
下
、
亦
或
通
使
中
国
、
故
遣
書
以
往
、
勿
以
風
濤
険
阻
為
辞
、
其
旨

厳
切
、
玆
不
獲
已
、
遣
朝
散
大
夫
尚
書
礼
部
侍
郎
潘
阜
等
、
奉

皇
帝
書
前
去
、
且

貴
国
之
通
好
中
国
、
無
代
無
之
、
況
今

皇
帝
之
欲
通
好

貴
国
者
、
非
利
其
貢
献
、
但
以
無
外
之
名
、
高
於
天
下
耳
、
若
得

貴
国
之
報
音
、
則
必
厚
待
之
、
其
実
与
否
、
既
通
而
後
当
可
知
矣
、
其
遣
一
介
之
使
、
以
往
観
之
何
如
也
、
惟
貴
国
商
酌
焉
、

拝
覆

日
本
国
王
左
右
、

�
�
�
�
�

至（
文
永
四
年
（

元
四
年
九
月　

日　
　

啓

高
麗
は
蒙
古
に
臣
事
し
て
お
り
、
蒙
古
皇
帝
が
高
麗
を
介
し
て
日
本
に
「
通
好
」
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
旨
は
「
厳
切
」
で

あ
っ
て
、「
不
獲
已
」（
や
む
を
得
ず
）
潘
阜
ら
を
日
本
に
派
遣
し
た
と
述
べ
、
日
本
国
王
に
返
書
と
蒙
古
皇
帝
へ
の
使
者
の
派
遣
を
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勧
め
て
い
る
。「
不
獲
已
」
と
い
う
文
言
に
高
麗
の
立
場
と
本
音
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

大
宰
府
に
到
着
し
た
高
麗
使
潘
阜
は
、
同
年
正
月
に
、
書
簡
を
記
し
て
い
る
。
次
の
文
書
で
あ
る（

（
（

。

啓
、
即
辰
伏
惟
、

明
府
閣
下
、
起
居
千
福
、
瞻
企
無
已
、
及
到

貴
境
已
来
、
館
対
温
厚
、
感
佩
難
安
、
頃
者
大
蒙
古
国
強
於
天
下
、
四
方
諸
国
無
不
賓
服
、
我
邦
亦
罹
於
兵
革
、
未
獲
土
著
、

幸
今　

皇
帝
、
専
以
寛
仁
御
衆
、
収
威
布
徳
、
顧
我
黎
庶
、
亦
頼
其
恩
、
安
生
久
矣
、
如
貴
国
往
来
人
、
素
所
知
也
、
其
所
詔

令
、
敢
不
惟
命
、
越
丙
寅
年
秋
、
遣
使
二
人
、
伝
詔
云
、

日
本
国
与
高
麗
為
鄰
、
自
漢
唐
而
下
、
通
使
中
朝
、
今
欲
令
通
好
、
遣
介
向
導
、
以
徹
彼
疆
、
勿
以
風
濤
険
阻
為
辞
、
抑
未
嘗

通
好
為
解
、
其
旨
厳
切
、
固
難
違
忤
、
然
念
、
我
国
与

貴
国
、
敦
睦
已
久
、
若
一
旦
於
不
意
中
、
与
殊
形
異
服
之
人
、
航
海
遽
至
、
則

貴
国
不
能
無
嫌
疑
、
玆
用
依
違
、
未
即
裁
禀
、
至
於
毀
我
、
金
州
接
対

貴
国
人
館
而
防
之
、
実
迫
於
威
令
、
不
敢
便
拒
、
輙
差
行
人
、
与
彼
介
偕
至
海
浜
方
、
其
阻
風
時
、
而
亦
籍
其
危
険
、
施
延
時

日
以
諭
之
、
以
故
不
能
舟
而
旋
返
、
此
則
我
国
之
向

貴
国
之
意
何
如
也
、
因
表
奏
其
状
、
以
謂
更
無
後
言
、
又
前
年
秋
、
仍
遣
前
来
使
介
、
及
其
上

貴
国
大
王
書
一
通
、
而
詔
勅
如
前
日
、
遣
使
人
詣
彼
、
宣
布
勿
復
遅
疑
、
其
責
愈
厳
、
勢
不
得
已
、
乃
命
吾
輩
、
賚
持
彼
朝
皇

帝
書
一
通
、
并
我
国
書
及
不
腆
些
小
土
宜
、
献
于

貴
国
大
王
殿
下
、
其　

皇
帝
国
書
之
意
、
与

貴
国
通
好
外
、
更
無
別
語
、
予
等
必
欲
躬
詣



六

闕
下
、
親
伝
国
書
、
仍
達
縷
細
、
惟
冀
閣
下
一
切
扶
護
、
導
達
于

王
所
、
幸
甚
、
不
宣
拝
覆
、

�
�
�
�

正
（
至
元
五
年
（
月
１
日

書
状
官
将
仕
郎
四
門
博
士
李
仁
挺

高
麗
国
信
使
朝
散
大
夫
尚
書
礼
部
侍
郎
知
制
誥
賜
紫
金
魚
袋
潘
阜

潘
阜
ら
は
、
蒙
古
が
強
大
化
し
、
高
麗
が
そ
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
る
こ
と
、
高
麗
国
書
を
一
部
引
用
し
、
皇
帝
の
国
書
は
、
日

本
と
「
通
好
」
す
る
意
志
し
か
な
く
、
こ
の
皇
帝
国
書
を
宮
中
に
到
り
、
自
ら
伝
達
し
た
い
と
要
望
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
要

望
は
叶
わ
ず
、
潘
阜
ら
は
大
宰
府
に
監
禁
さ
れ
た
ま
ま
で
、
日
本
国
王
の
返
書
も
得
ら
れ
ず
、
空
し
く
帰
国
し
た
。

（
二
）
文
永
七
年
の
返
書

文
永
六
年
六
月
、
フ
ビ
ラ
イ
は
高
麗
に
使
者
を
派
遣
し
、
対
馬
島
人
二
名
を
送
還
し
、
中
書
省
牒
を
日
本
に
伝
達
す
る
よ
う
に
命

じ
た
。
高
麗
は
、
金
有
成
・
高
柔
を
日
本
に
派
遣
し
、
蒙
古
国
書
と
高
麗
国
書
を
伝
達
さ
せ
た
。
高
麗
使
一
行
は
、
同
年
九
月
十
七

日
、
対
馬
島
伊
奈
浦
に
到
着
し
、
そ
の
後
、
大
宰
府
に
到
っ
た
。
こ
の
時
も
た
ら
さ
れ
た
中
書
省
牒
と
高
麗
国
書
は
、
存
在
こ
そ
知

ら
れ
て
い
た
が
、
文
書
の
内
容
は
長
く
不
明
で
あ
っ
た
。「
異
国
出
契
」
所
収
の
両
国
書
写
し
が
紹
介
さ
れ
、
全
文
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。

大
蒙
古
国
皇
帝
洪
福
裏
中
書
省　
　

牒

�

日
本
国
王
殿
下

　

我
国
家
以
神
武
定
天
下
、
威
徳
所
及
、
無
思
不
能
、
逮
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皇
帝
即
位
、
以
四
海
為
家
、
兼
愛
生
霊
、
同
仁
一
視
、
南
抵
六
詔
五
南
、
北
至
于
海
、
西
極
崑
崙
、
数
万
里
之
外
、
有
国
有
土
、

　

莫
不
畏
威
懐
徳
、
奉
幣
来
朝
、
惟
爾
日
本
、
国
于
海
隅
、
漢
唐
以
来
、
亦
嘗
通
中
国
、
其
与
高
麗
、
寔
為
密
邇
、

皇
帝
嚮
者
、

　

勅
高
麗
国
王
、
遣
其
臣
潘
阜
、
持
璽
書
通
好
、

　

貴
国
稽
留
数
月
、
殊
不
見
答
、

皇�

帝
以
為
将
命
者
不
達
、
尋
遣
中
憲
大
夫
兵
部
侍
郎
国
信
使
紇
徳
・
中
順
大
夫
礼
部
侍
郎
国
信
副
使
殷
弘
等
、
重
持
璽
書
、
直

詣

　

�

貴
国
、
不
意
纔
至
彼
疆
対
馬
島
、
堅
拒
不
納
、
至
兵
刃
相
加
、
我
信
使
勢
不
獲
已
、
聊
用
相
応
、
生
致
塔
二
郎
・
弥
二
郎
二

人
以
帰
、

皇�

帝
寛
仁
好
生
、
以
天
下
為
度
、
凡
諸
国
内
附
者
、
義
雖
君
臣
、
歓
若
父
子
、
初
不
以
遠
近
小
大
為
間
、
至
于
高
麗
、
臣
属
以

来
、
唯
歳
致
朝
聘
、
官
受
方
物
、
而
其
国
官
府
土
民
、
安
堵
如
故
、
及
其
来
朝
、

皇�

帝
所
以
眷
遇
樹
慰
者
、
恩
至
渥
也
、

�
�

貴
国
隣
接
、
想
亦
周
悉
、
且
兵
交
、
使
在
其
間
、
寔
古
今
之
通
義
、
彼
疆
場
之
吏
、
赴
敵
舟
中
、
俄
害
我
信
使
、
較
之
曲
直
、

声
罪
致
討
、
義
所
当
然
、
又
慮

�

貴
国
有
所
不
知
、
而
典
封
疆
者
、
以
慎
守
固
禦
、
為
常
事
耳
、

皇
帝
猶
謂
此
将
吏
之
過
、
二
人
何
罪
、
今
将
塔
二
郎
、
致

�

貴
国
、
俾
奉
牒
書
以
往
、
其
当
詳
体

聖�

天
子
兼
容
并
包
、
混
同
無
外
之
意
、
忻
然
效
順
、
特
命
重
臣
、
期
以
来
春
、
奉
表
闕
下
、
尽
畏
天
事
大
之
礼
、
保
如
高
麗
国



八

例
処
之
、
必
無
食
言
、
若
猶
負
固
恃
険
、
謂
莫
我
何
、
杳
無
来
則
、
天
威
赫
怒
、
命
将
出
師
、
戦
舸
万
艘
、
径
圧
王
城
、
則

将
有
噬
臍
無
及
之
悔
矣
、
利
害
明
甚
、
敢
布
之

�
殿
下
、
唯

�
殿
下
、
寔
重
図
之
、
謹
牒
、

�
�
�

右
牒

�

日
本
国
王
殿
下

�
�

至
元
六
年
六
月
日
牒

�
�

資
政
大
夫
中
書
左
丞

�
�

資
徳
大
夫
中
書
右
丞

�
�

栄
禄
大
夫
平
章
政
事

�
�

栄
禄
大
夫
平
章
政
事

�
�

光
禄
大
夫
中
書
右
丞
相

こ
の
中
書
省
牒
は
、
至
元
六
年
六
月
に
元
の
中
書
省
が
日
本
国
王
宛
に
送
っ
た
牒
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
皇
帝
は
高
麗
国
王
に

牒
奉

日
本
国
王
殿
下　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
書
省　

封

至
元
六
年
六
月
日
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勅
し
て
、
潘
阜
を
日
本
に
派
遣
し
た
が
、
日
本
は
数
ヶ
月
拘
禁
し
、
返
書
し
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
、
皇
帝
は
再
び
使
者
を
日
本

に
派
遣
し
た
が
、
対
馬
等
で
入
国
を
拒
否
さ
れ
、
武
力
衝
突
に
な
っ
た
た
め
、
塔
二
郎
・
弥
二
郎
を
連
れ
帰
っ
た
こ
と
、
今
回
、
塔

二
郎
を
日
本
に
帰
国
さ
せ
、
牒
書
を
届
け
さ
せ
る
の
で
、
喜
ん
で
従
い
、
特
に
重
臣
に
命
じ
て
、
来
春
を
期
し
、
宮
廷
に
表
を
奉
り
、

事
大
の
礼
を
致
す
べ
き
こ
と
、
も
し
こ
れ
を
拒
め
ば
、
出
兵
し
、
王
城
を
制
圧
す
る
と
警
告
し
て
い
る
。
至
元
三
年
八
月
の
フ
ビ
ラ

イ
国
書
よ
り
も
、
文
末
近
く
の
威
嚇
文
言
が
具
体
的
か
つ
威
圧
的
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
時
に
日
本
に
届
け
ら
れ
た
の
が
、
次
の
牒
で
あ
る
。

高
麗
国
慶
尚
晋
安
東
道
按
察
使
牒

日
本
国
太
宰
府
守
護
所

当
使
契
勘
、

本
朝
與

貴
国
、
講
信
修
睦
、
世
已
久
矣
、
頃
者
、
北
朝
皇
帝
欲
通
好

貴
国
、
発
使
齎
書
、
道
従
于
我
境
、
并
告
以
卿〔
嚮
〕導

前
去
、
方
執
牢
固
、
責
以
多
端
、
我
国
勢
不
獲
已
、
使
々
伴
行
過
海
、
前
北

朝
使
价
、
達
於
対
馬
、
乃
男
子
二
人
、
偕
乃
至
帝
所
、
二
人
者
即
被
還
、
今
已
於
当
道
管
内
至
訖
、
惟
今
装
舸
備
糧
、
差
尚
州

牧
将
校
一
名
・
晋
州
牧
将
校
一
名
、
郷
通
事
二
人
、
水
手
二
十
人
護
送
、
凡
其
情
実
、
可
於
比〔
此
〕人
聴
取
知
悉
、
牒
具
如
前
、
事

須
謹
牒
、

�
�

至
元
六
年
己
巳
八
月
日　
　
　

牒

按
察
使
兼
監
倉
使
転
輪
提
点
刑
獄
兵
馬
公
事
朝
散
大
夫
尚
書
礼
部
侍
郎
太
子
宮
門
郎
位〔
在
〕判

高
麗
慶
尚
晋
安
東
道
按
察
使
か
ら
、
日
本
国
大
宰
府
守
護
所
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
前
の
例
に
習
え
ば
、
本
来
は
高
麗



一
〇

国
王
か
ら
日
本
国
王
に
宛
て
る
べ
き
文
書
で
あ
る
が
、
蒙
古
の
国
書
が
中
書
省
か
ら
日
本
国
王
に
宛
て
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
役

所
か
ら
日
本
の
外
交
を
九
州
で
担
っ
た
大
宰
府
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
麗
の
地
方
官
が
大
宰
府
に
外
交
文
書
を
出
し
た

例
は
、
安
貞
元
年
（
高
宗
十
四
年
＝
一
二
二
七
）
二
月
に
高
麗
国
全
羅
州
道
按
察
使
が
日
本
国
惣
官
太
宰
府
に
宛
て
た
牒
が
あ
る（
（1
（

。

古
来
、
邦
物
を
高
麗
に
貢
進
し
、
和
好
を
修
し
て
い
た
対
馬
島
人
が
、
前
年
六
月
に
夜
寝
に
乗
じ
て
城
壁
の
穴
か
ら
入
り
、
正
屋
を

奪
掠
し
た
と
い
う
倭
寇
行
為
を
伝
え
た
牒
で
あ
る
。
こ
の
先
例
に
則
っ
て
、
今
回
は
、
慶
尚
晋
安
東
道
按
察
使
か
ら
大
宰
府
に
出
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
来
、
官
衙
と
し
て
の
大
宰
府
に
宛
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
宰
府
の
み
で
い
い
の
だ
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
大
宰
府
は
鎌
倉
幕

府
の
鎮
西
奉
行
武
藤
氏
（
少
弐
氏
）
が
押
さ
え
て
お
り
、
武
藤
氏
は
「
大
宰
府
守
護
所
」
か
ら
文
書
を
発
給
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と

を
以
前
に
来
日
し
た
潘
阜
ら
が
知
っ
て
い
た
た
め
、
太
宰
府
守
護
所
＝
武
藤
氏
に
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
牒
の
内
容
は
、
北
朝
皇
帝
（
フ
ビ
ラ
イ
）
が
貴
国
（
日
本
）
と
通
好
し
た
い
と
欲
し
て
お
り
、
使
節
を
派
遣
し
、
高
麗
を
経
由

し
て
、
先
導
さ
せ
た
た
め
、
高
麗
は
や
む
を
得
ず
使
者
を
伴
わ
せ
て
日
本
に
渡
ら
せ
た
と
い
う
以
前
の
状
況
を
説
明
し
、
前
の
北
朝

の
使
价
が
対
馬
に
到
り
、
そ
こ
の
男
子
二
名
が
と
も
に
帝
所
に
到
っ
た
こ
と
、
そ
の
二
人
が
還
さ
れ
、
今
す
で
に
当
道
（
慶
尚
晋
安

東
道
）
管
内
に
到
着
し
た
た
め
、
船
を
仕
立
て
食
糧
を
備
え
、
尚
州
牧
将
校
一
名
・
晋
州
牧
将
校
一
名
・
郷
通
事
二
人
・
水
手
二
十

人
を
派
遣
し
て
護
送
し
た
こ
と
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
還
し
た
対
馬
島
人
二
名
か
ら
聴
取
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
や

む
を
得
ず
」
と
い
う
前
段
は
、
先
の
高
麗
王
の
国
書
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
を
通
し
て
、
高
麗
側
の
受
動
的
な
立
場
を
強

調
し
て
い
る
。

フ
ビ
ラ
イ
は
一
二
六
九
年
（
文
永
六
・
至
元
六
）
六
月
、
ウ
ル
タ
イ
を
高
麗
に
派
遣
し
、
二
人
の
対
馬
島
人
を
送
ら
せ
た
。
ウ
ル

タ
イ
は
七
月
に
高
麗
に
到
り
、
高
麗
は
、
金
有
成
・
高
柔
を
使
者
と
し
て
日
本
に
送
還
さ
せ
た
。
高
麗
の
使
者
は
九
月
十
七
日
、
対



一
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馬
島
伊
奈
浦
に
着
き
、
そ
の
後
一
行
は
大
宰
府
に
到
り
、
大
宰
府
守
護
所
に
留
め
置
か
れ
た
。
二
通
の
牒
は
、
大
宰
府
か
ら
鎌
倉
幕

府
経
由
で
京
都
の
朝
廷
に
送
ら
れ
た
。

二
通
の
牒
を
受
け
取
っ
た
朝
廷
で
は
、
十
月
十
七
日
に
院
評
定
が
行
わ
れ
、
蒙
古
・
高
麗
の
牒
状
に
対
し
て
返
書
す
べ
き
か
否
か

が
議
論
さ
れ
た
。
結
局
、
朝
廷
は
こ
れ
ら
に
返
書
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
菅
原
長
成
に
命
じ
て
返
書
の
草
案
を
作
ら
せ
た
。
そ
の
結

果
、
長
成
が
作
成
し
た
の
が
、
以
下
の
二
通
の
返
書（
（（
（

で
あ
る
。
こ
の
作
成
さ
れ
た
二
通
の
文
書
は
、
結
局
、
鎌
倉
幕
府
の
反
対
で
相

手
国
に
渡
さ
れ
な
か
っ
た
。

�
�
�

贈
蒙
古
国
中
書
省
牒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
長
成

日
本
国
太
政
官
牒　

蒙
古
国
中
書
省　

附
高
麗
国
使
人
牒
送
、

牒
、
得
太
宰
府
去
年
九
月
二
十
四
日
解
状
、
去
十
七
日
申
時
、
異
国
船
一
隻
、
来
着
対
馬
嶋
伊
奈
浦
、
依
例
令
存
問
来
由
之
処
、

高
麗
国
使
人
参
来
也
、
仍
相
副
彼
国
并
蒙
古
国
牒
、
言
上
如
件
者
、
就
解
状
案
事
情
、
蒙
古
之
号
、
于
今
未
聞
、
尺
素
無
脛
初

来
、
寸
丹
非
面
僅
察
、
原
漢
唐
以
降
之
蹤
、
観
使
介
往
還
之
道
、
緬
依
内
外
典
籍
之
通
義
、
雖
成
風
俗
融
化
之
好
礼
、
外
交
中

絶
、
驪
遷
翰
転
、
粤
伝
郷
信
、
忽
請
隣
睦
、
当
斯
節
次
、
不
得
根
究
、
然
而
呈
上
之
命
、
縁
底
不
容
、
音
問
縦
雲
霧
万
里
之
西

巡
、
心
夐
忘
胡
越
一
体
之
前
言
、
抑
貴
国
曽
無
人
物
之
通
、
本
朝
何
有
好
悪
之
便
、
不
顧
由
緒
、
欲
用
凶
器
、
和
風
再
報
、
疑

冰
猶
厚
、
聖
人
之
書
、
釈
氏
之
教
、
以
済
生
為
素
懐
、
以
奪
命
為
黒
業
、
何
称
帝
徳
仁
義
之
境
、
還
開
民
庶
殺
傷
之
源
乎
、
凡

自
天
照
皇
大
神
耀
天
統
、
至
日
本
今（
亀
山
（

皇
帝
受
日
嗣
、
聖
明
所
覃
、
莫
不
属
左
廟
右
稷
之
霊
、
得
一
無
弐
之
盟
、
百
王
之
鎮
護
孔

昭
、
四
夷
之
脩
靖
無
紊
、
故
以
皇
土
永
号
神
国
、
非
可
以
智
競
、
非
可
以
力
争
、
難
以
一
二
、
乞
也
思
量
、
左（
藤
原
家
経
（

大
臣
宣
、
奉
敕
、

彼
到
着
之
使
、
定
留
于
対
馬
嶋
、
此
丹
青
之
信
、
宜
伝
自
高
麗
国
者
、
今
以
状
、
牒
到
准
状
、
故
牒
、

�
�

文
永
七
年
正
月　

日



一
二

日
本
の
太
政
官
が
蒙
古
国
の
中
書
省
に
宛
て
た
牒
で
あ
る
。九
月
十
七
日
に
対
馬
島
伊
奈
浦
に
異
国
船
が
来
着
し
た
た
め
存
問
し
、

高
麗
国
と
蒙
古
国
の
牒
を
副
え
進
め
る
と
い
う
大
宰
府
解
状
を
引
用
す
る
。
こ
の
「
存
問
」
は
古
代
に
お
い
て
大
宰
府
が
担
っ
て
い

た
外
交
機
能
の
一
つ
で
あ
り
、
武
藤
氏
が
押
さ
え
る
大
宰
府
も
形
式
的
に
は
こ
の
機
能
を
継
承
し
て
い
た
。
続
い
て
、「
蒙
古
之
号
」

は
未
だ
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
貴
国
（
蒙
古
）
は
か
つ
て
人
物
の
往
来
も
な
く
、
本
朝
（
日
本
）
は
ど
う
し
て
貴
国
に
対
し
て
好
悪

す
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。そ
う
し
た
由
緒
を
顧
み
ず
、「
凶
器
」＝
武
器
を
用
い
よ
う
と
し
て
い
る
。春
風
が
再
び
や
っ
て
来
て
も
、

凍
っ
た
氷
は
な
お
厚
い
。
聖
人
の
書
物
や
釈
迦
の
教
え
は
、
救
い
生
か
す
こ
と
を
素
懐
と
し
て
、
命
を
奪
う
こ
と
を
悪
い
行
い
と
す

る
。
ど
う
し
て
自
ら
を「
帝
徳
仁
義
之
境
」と
称
し
な
が
ら
、か
え
っ
て
民
衆
を
殺
傷
す
る
源
を
開
く
の
か
と
蒙
古
を
批
判
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
天
照
皇
大
神
か
ら
日
本
今
皇
帝
（
当
時
の
天
皇
は
亀
山
天
皇
）
に
至
る
ま
で
聖
明
の
お
よ
ば
な
い
と
こ
ろ
は
な
く
、
百
王

の
鎮
護
は
明
か
で
あ
り
、
四
方
の
異
民
族
を
お
さ
め
鎮
め
る
こ
と
少
し
の
乱
れ
も
な
い
た
め
、
皇
土
を
も
っ
て
永
く
神
国
と
号
し
て

い
る
。
智
を
も
っ
て
競
う
べ
き
で
は
な
く
、
力
を
も
っ
て
争
う
べ
き
で
も
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
日
本
側
の
主
張
は
、「
通
好
之
義
、准
漢
唐
之
例
、不
可
及
子
細
、但
彼
国
与
我
国
、自
昔
無
宿
意
、用
兵
之
条
、甚
以
不
義
之
旨
、

可
被
遣
返
牒
也
」
と
い
う
後
深
草
上
皇
の
院
宣
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る（
（1
（

。
先
の
中
書
省
牒
の
威
嚇
文
言
は
、「
天
威
赫
怒
、命
将
出
師
、

戦
舸
万
艘
、
径
圧
王
城
」
で
あ
る
が
、「
用
兵
」
と
い
う
文
言
は
な
い
。「
用
兵
」
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
至
元
三
年
の
フ
ビ
ラ
イ
国

書
で
あ
り
、
こ
の
太
政
官
牒
は
、
こ
れ
ま
で
到
来
し
た
蒙
古
か
ら
の
国
書
全
て
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
返
牒
は
、
フ
ビ
ラ
イ
国
書
や
中
書
省
牒
に
対
し
て
、
日
本
の
立
場
か
ら
反
論
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
高

麗
経
由
で
フ
ビ
ラ
イ
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
な
ら
ば
、
用
兵
＝
日
本
遠
征
は
む
し
ろ
早
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
ぐ
ら
い
、
蒙
古
側

の
「
通
好
」
の
意
志
に
応
え
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
蒙
古
側
の
威
嚇
文
言
に
敏
感
に
反
応
し
た
結
果
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
強
硬
な
反

論
の
背
景
に
は
、
神
国
思
想
が
存
在
す
る
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。
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次
の
「
本
朝
文
集
」
所
収
大
宰
府
守
護
所
牒
に
は
脱
文
が
あ
る
た
め
、
近
年
の
史
料
研
究（
（1
（

の
成
果
を
も
と
に
釈
文
を
次
に
示
す
。

　
　
　
　

贈
高
麗
国
牒

日
本
国
太
宰
府
守
護
所
牒　

高
麗
国
慶
尚
晋
安
東
道
按
察
使

　

来
牒
事

牒
、
尋
彼
按
察
使
牒
偁
、
当
使
契
勘
、
本
朝
与
貴
国
講
信
修
睦
、
世
已
久
矣
、
頃
者
、
北
朝
皇
帝
欲
通
好
貴
国
、
発
使
齎
書
、

道
従
于
我
境
、
并
告
以
嚮
導
前
去
、
方
執
牢
固
、
責
以
多
端
、
我
国
勢
不
獲
已
、
使
々
伴
行
過
海
、
前
北
朝
使
价
、
達
於
対
馬
、

乃
男
子
二
人
偕
乃
至
帝
所
、
二
人
者
即
被
還
、
今
已
於
当
道
管
内
至
訖
、
惟
今
装
舸
備
糧
、
差
尚
州
牧
将
校
一
名
・
晋
州
牧
将

校
一
名
・
郷
通
事
二
人
・
水
手
二
十
人
護
送
、
凡
其
情
実
、
可
於
此
人
聴
取
知
悉
、
牒
具
如
前
、
事
須
謹
牒
者
、
当
府
守
護
所
、

就
来
牒
、
凌
万
里
路
、
先
訪
柳
営
之
軍
、
令
達
九
重
城
、
被
降
芝
泥
之
聖
旨
、
以
此
、
去
月
太
政
官
之
牒
、
宜
伝
蒙
古
中
書
省

之
衙
、
所
偕
返
之
男
子
等
、
艤
護
送
之
舟
、
令
至
父
母
之
郷
、
共
有
胡
馬
嘶
北
、
越
鳥
翥
南
之
心
、
知
盟
約
之
不
空
、
感
仁
義

之
雲
露
、
前
頃
牒
使
到
着
之
時
、
警
固
之
虎
卒
不
来
、
海
浜
之
漁
者
先
集
、
以
凡
外
之
心
、
成
慮
外
之
煩
歟
、
就
有
漏
聞
、
恥

背
前
好
、
早
加
霜
刑
、
宜
為
後
戒
、
殊
察
行
李
淹
留
之
艱
難
、
聊
致
旅
粮
些
少
之
資
養
、
今
以
状
牒
、
牒
到
准
状
、
故
牒
、

　
　

文
永
七
年
二
月　

日　

牒

少
弐
従
五
位
下
藤
原
朝
臣

大
宰
府
守
護
所
が
高
麗
慶
尚
晋
安
東
道
按
察
使
に
宛
て
た
返
牒
で
あ
る
。
冒
頭
で
慶
尚
晋
安
東
道
牒
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る

が
、「
本
朝
文
集
」
に
は
長
い
脱
落
が
あ
る
。
大
宰
府
守
護
所
は
、
今
度
の
来
牒
に
よ
っ
て
、
牒
を
ま
ず
鎌
倉
幕
府
に
伝
え
、
そ
の
後
、

朝
廷
に
伝
え
て
天
子
の
命
令
が
下
さ
れ
た
。
去
月
の
太
政
官
牒
を
蒙
古
中
書
省
に
伝
え
る
べ
き
こ
と
、
送
還
し
た
男
子
ら
を
、
護
送

の
船
を
仕
立
て
、
父
母
の
郷
（
対
馬
）
に
到
ら
し
め
た
こ
と
を
感
謝
し
、
牒
使
が
到
着
し
た
時
、
警
固
の
兵
士
が
来
ず
、
海
浜
の
漁
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民
が
先
に
集
ま
り
、
慮
外
の
煩
い
を
な
し
た
こ
と
を
謝
罪
し
、
煩
い
を
な
し
た
者
を
厳
し
い
刑
罰
に
処
す
こ
と
を
約
束
し
、
滞
在
中

の
食
糧
を
支
給
し
て
い
る
。
こ
の
大
宰
府
牒
と
先
の
太
政
官
牒
の
書
き
ぶ
り
と
内
容
を
比
較
す
る
と
、
蒙
古
に
対
し
て
は
厳
し
く
対

応
し
、
高
麗
に
対
し
て
は
好
意
的
に
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
蒙
古
・
高
麗
と
日
本
の
交
渉
は
、
比
較
的
早
く
関
係
者
以
外
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
。
と
く
に
「
立
正
安
国
論
」
の
中

で
、「
他
国
侵
逼
難
」（
外
国
か
ら
の
侵
略
）
と
「
自
界
叛
逆
難
」（
日
本
国
内
の
内
乱
）
を
予
言
し
て
い
た
日
蓮
は
、
こ
う
し
た
動

向
に
敏
感
で
あ
り
、
北
条
氏
関
係
者
を
通
し
て
、
蒙
古
国
書
の
内
容
を
把
握
し
、
蒙
古
が
日
本
を
攻
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
た
。
し
か
し
高
麗
が
日
本
を
攻
め
る
と
い
う
認
識
は
な
く
、
高
麗
に
つ
い
て
は
、
蒙
古
と
は
全
く
別
の
次
元
の
認
識
を
し
て
い

た
。
例
え
ば
、
文
永
七
年
十
一
月
二
十
八
日
日
蓮
書
状（
（1
（

に
は
、「
震
旦
・
高
麗
す
て
に
禅
門
念
仏
に
な
り
て
、
守
護
善
神
の
去
か
の

間
、
彼
蒙
古
に
聳
候
ぬ
、
我
朝
又
邪
法
弘
て
、
天
台
法
華
宗
を
忽
諸
の
ゆ
へ
に
、
山
門
安
穏
な
ら
す
、
師
檀
違
叛
の
国
と
成
候
め
れ

は
、
十
か
八
九
は
い
か
ん
と
み
へ
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
震
旦
（
中
国
）
と
高
麗
は
、
禅
宗
と
念
仏
宗
に
な
っ
て
し
ま
い
、
国
家
を

守
護
す
る
善
神
が
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
蒙
古
に
な
び
い
て
し
ま
っ
た
と
し
て
、
日
本
も
同
様
で
あ
る
と
嘆
い
て
い
る
。
南
宋
が

衰
退
し
、
高
麗
が
蒙
古
に
臣
属
し
た
の
は
、
信
仰
す
る
仏
教
の
せ
い
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
日
蓮
の
高
麗
観
は
、
当

時
の
日
本
国
内
で
も
特
異
な
位
置
づ
け
に
な
る
。

（
三
）
三
別
抄
の
国
書
到
来

文
永
八
年
九
月
二
日
、
関
東
（
鎌
倉
幕
府
）
使
者
が
「
高
麗
牒
状
」
を
持
参
し
、
関
東
申
次
西
園
寺
大
納
言
（
実
兼
）
の
も
と
に

届
け
た（
（1
（

。
翌
九
月
三
日
、高
麗
牒
状
に
つ
い
て
院
評
定
が
な
さ
れ
た
。「
件
牒
状
趣
、蒙
古
兵
可
来
責
日
本
、又
乞
糶
、此
外
乞
救
兵
歟
、

就
状
了
見
区
分
」（
（1
（

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
高
麗
牒
状
に
は
、
蒙
古
兵
が
日
本
を
攻
め
る
こ
と
と
、
米
や
兵
の
救
援
の
依
頼
が
書
か
れ
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て
い
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
牒
状
の
発
給
主
体
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
議
論
が
あ
り（
（1
（

、
後
掲
の
「
高
麗
牒
状
不
審
条
々
」
に
よ
っ
て
、

こ
の
牒
状
が
高
麗
政
府
に
反
乱
を
起
こ
し
て
い
た
三
別
抄
か
ら
送
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た（
（1
（

。

そ
の
後
も
院
や
朝
廷
で
評
定
が
何
度
も
行
わ
れ
、
返
牒
を
す
べ
き
か
ど
う
か
議
論
が
な
さ
れ
た
。
作
成
さ
れ
た
口
宣
に
「
有
西
蕃

使
价
、
告
北
狄
陰
謀
」
の
文
言
が
あ
り
、「
高
麗
在
北
、
蒙
古
在
西
云
々
、
口
宣
趣
与
呪
願
、
西
北
之
義
相
違
、
可
為
何
様
哉
」
と

疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
日
本
の
朝
廷
は
、
高
麗
＝
西
蕃
、
蒙
古
＝
北
狄
と
表
現
し
た
が
、
高
麗
は
日
本
の
北
に
あ
り
、
蒙
古
は
西

に
あ
る
た
め
、
西
と
北
が
相
違
し
て
い
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
呪
願
（
仁
王
会
呪
願
文
）
で
作
者
が
蒙
古
を
「
北
狄
」
と

記
し
た
の
は
、
高
麗
書
に
蒙
古
を
「
北
朝
」
と
記
し
た
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る（
11
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
麗
と
蒙
古
を
西
蕃
・
北
狄

と
認
識
す
る
の
は
、
日
本
型
の
華
夷
意
識
の
表
れ
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
時
到
来
し
た
高
麗
国
書
が
三
別
抄
か
ら
の
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
定
さ
せ
た
の
が
、
次
の
「
高
麗
牒
状
不
審
条
々
」
で
あ

る（
1（
（

。
高
麗
牒
状
不
審
条
々

一　

以
前
状
文
永
五
年
揚
蒙
古
之
徳
、
今
度
状
文
永
八
年
韋
毳
無
遠
慮
云
々
、
如
何
、

一　

文
永
五
年
状
書
年
号
、
今
度
不
書
年
号
事
、

一　

以
前
状
、
帰
蒙
古
之
徳
、
成
君
臣
之
例
云
々
、
今
状
、
遷
宅
江
華
近
四
十
年
、
被
髪
左
衽
聖
賢
所
悪
、
仍
又
遷
都
珍
島
事
、

一　

今
度
状
、
端
ニ
ハ
不
従
成
戦
之
思
也
、
奥
ニ
ハ
為
蒙
被（
彼
（使

云
々
、
前
後
相
違
如
何
、

一　

漂
風
人
護
送
事
、

一　

屯
金
海
府
之
兵
、
先
二
十
余
人
送
日
本
国
事
、

一　

我
本
朝
統
合
三
韓
事
、
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一　

安
寧
社
稷
待
天
時
事
、

一　

請
胡
騎
数
万
兵
事
、

一　

達
兇
旒
許
垂
寛
宥
事
、

一　

奉
贄
事
、

一　

貴
朝
遣
使
問
訊
事
、

「
以
前
状
」（
文
永
五
年
状
）
が
、
文
永
五
年
に
到
来
し
た
至
元
四
年
九
月
日
高
麗
国
書
で
あ
り
、「
今
度
状
」（
今
状
）
が
文
永
八

年
に
到
来
し
た
三
別
抄
か
ら
の
文
書
で
あ
る
。
日
本
の
貴
族
た
ち
は
、
両
者
の
違
い
の
本
質
が
見
抜
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
朝

廷
も
鎌
倉
幕
府
も
、
こ
の
食
糧
や
軍
勢
の
救
援
要
請
に
は
応
え
ず
、
三
別
抄
の
遣
使
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
漂
風
人
＝
漂
流
者
を
日

本
に
送
還
し
、「
贄
」
＝
礼
物
を
日
本
に
送
り
、
日
本
か
ら
遣
使
に
つ
い
て
問
う
な
ど
、
三
別
抄
は
日
本
と
の
本
格
的
な
交
流
を
構

想
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

貴
族
た
ち
は
こ
の
文
永
八
年
の
三
別
抄
の
文
書
の
本
質
を
見
抜
け
な
か
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
部
分
的
に
京
都
の
人
々
に
伝
わ
っ

て
い
た
。

　

正
伝
禅
寺
住
持
東
巌
慧
安
大
衆　

某
甲
再
拝

一
心
啓
白
八
幡
大
士
六
十
余
州
一
切
神
等
、
今
日
本
国
天
神
地
祇
、
以
於
正
法
治
国
以
来
、
部
類
眷
属
充
満
此
間
、
草
木
土
地

山
川
叢
沢
水
陸
虚
空
、
無
非
垂
迹
和
光
之
処
、
各
々
振
威
、
各
々
現
徳
、
可
令
斫
伏
他
方
怨
賊
、
昔
在
女
帝
、
名
曰
神
功
、
懐

胎
母
人
、
相
当
産
月
、
為
防
他
州
無
量
怨
敵
、
誓
心
決
定
、
起
勇
猛
心
、
因
之
、
国
中
一
切
神
祇
知
其
志
念
、
皆
悉
随
従
、
擲

於
干
珠
、
大
海
枯
竭
、
擲
於
満
珠
、
海
水
盈
満
、
無
数
怨
敵
、
漂
沈
無
余
、
此
之
両
珠
、
倶
是
如
意
、
今
現
在
於
王
宮
正
殿
、

十
善
華
開
、
宝
珠
菓
現
、
十
悪
之
眼
、
都
不
可
見
、
昔
日
神
功
、
豈
異
人
乎
、
今
八
幡
宮
大
菩
薩
是
、
濁
悪
満
邦
、
雖
無
善
根
、
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正
伝
一
衆
、
慇
懃
祈
念
、
鎮
護
誓
約
、
甚
深
依
馮
、
大
衆
甲
某
今
在
王
地
、
樹
下
石
上
、
草
衣
木
食
、
滴
水
寸
土
、
無
非
朝
恩
、

行
道
修
善
、
皆
帰
国
家
、
知
恩
報
恩
、
真
実
行
業
、
此
是
如
意
摩
尼
宝
珠
、
此
是
金
剛
吹
毛
利
剣
、
乾
坤
之
中
、
何
物
不
降
、

設
満
三
千
大
千
世
界
、
三
目
八
臂
大
那
羅
延
、
摧
破
不
肖
、
何
况
蒙
古
、
譬
如
師
子
敵
対
猫
子
矣
、

又
有
伝
聞
、
蒙
古
人
云
、
日
本
弓
箭
兵
仗
武
具
、
超
勝
他
国
、
人
有
勢
力
、
夜
叉
鬼
神
無
由
敵
対
、
雖
然
、
国
中
下
賤
無
道
、

上
者
卑
下
、
下
者
高
挙
、
万
民
乱
、（
脱
ア
ル
カ
（

故
王
臣
叵
分
、
無
理
乱
国
、
何
不
入
掌
、
一
陣
破
却
、
残
党
不
難
、
先
破
高
麗
、
次
責
日

本
、
以
彼
軍
兵
、
自
恣
降
伏
、
天
竺
震
旦
、
甚
以
為
易
、
所
聞
無
違
、
二
国
和
合
、
衣
冠
一
致
、
両
度
牒
使
高
麗
人
也
、
顕
然

無
疑
、
先
度
牒
状
不
及
返
牒
、
第
二
牒
状
応
有
返
牒
、
并
以
和
親
風
聞
満
衢
、
正
伝
聞
之
、
愁
歎
無
量
、
悲
徹
骨
髄
、
顧
古
助
神
、

以
大
乗
経
神
咒
明
呪
、
啓
白
発
願
、
慇
懃
鄭
重
、
己（
文
永
六
年
（

巳
臘
月
二
十
七
日
、
当
社
宝
前
一
心
開
白
、
大
歳
庚
午
三
月
初
一
、
於
正

伝
寺
専
心
結
願
、
七
九
行
業
連
々
無
廃
、
三
百
万
遍
経
王
神
咒
、
三
業
相
応
、
歴
々
珠
玉
、
法
楽
荘
厳
、
八
幡
大
士
、
奉
祈
聖

朝
、
師
子
虎
狼
、
大
勢
高
運
、
万
国
怖
威
、
仍
無
返
牒
、
無
有
和
親
、
当
結
願
日
、
如
彼
牒
使
、
神
告
霊
夢
、
千
万
怖
畏
、
還

対
神
国
、
懇
望
和
親
、
蒙
古
毛
冠
、
跪
所
奉
献
、
此
是
降
伏
先
瑞
故
也
、
又
高
麗
半
違
背
蒙
古
、
随
順
本
朝
、
念
此
等
利
、
神

感
道
交
、
霊
験
令
然
、
切
冀
、
明
神
入
於
貴
賤
五
体
之
中
、
増
運
益
勢
、
可
令
斫
伏
蒙
古
怨
敵
、
重
乞
、
神
道
成
雲
成
風
、
成

雷
成
雨
、
摧
破
国
敵
、
天
下
泰
平
、
諸
人
快
楽
、
伏
乞
、
八
幡
三
所
権
現
、
百
王
鎮
護
誓
約
無
廃
、
放
大
光
明
加
持
護
念
、
上

来
啓
白
、
都
莫
違
失
、
天
上
地
下
、
皆
垂
照
覧
、

　
　

発
願

至
心
発
願　

一
心
諷
誦　

諸
大
乗
経　

真
言
神
咒　

功
徳
威
力

八
幡
権
現　

法
楽
荘
厳　

威
光
倍
増　

霊
験
神
威　

冥
加
国
土

今
上
皇
帝　

師
子
大
勢　

虎
狼
威
猛　

蒙
古
怨
敵　

聞
之
恐
怖



一
八

万
国
降
伏　

皆
帰
聖
徳　

八
幡
大
士　

一
切
神
祇　

天
上
地
下

護
法
善
神　

皆
来
集
会　

擁
護
王
宮　

聖
朝
安
穏　

率
土
安
寧

　
　
　
　

諷
経

　
　
　
　

回
向

上
来
諷
経　

功
徳
回
向　

今
上
皇
帝　

薫
入
玉
体　

内
証
聖
徳

聖
道
高
運　

外
用
大
勢　

師
子
虎
狼　

四
海
帰
徳　

万
国
怖
畏

降
伏
敵
国　

衆
怨
消
滅　

十
方
三
世　

一
切
諸
仏

諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩　

摩
訶
般
若
波
羅
密

　
　

文
永
八
年
大
歳
辛
未
九
月
三
五
酉
時
開
白

　
　
「
す（
奥
端
（へ

の
よ
の
末
の
末
ま
で
わ
か
国
は

　
　
　
　
　
　

よ
ろ
づ
の
く
に
ゝ
す
ぐ
れ
た
る
国
」（
11
（

本
願
書
の
作
成
者
東
巌
慧
安
は
、
宗
覚
派
の
禅
僧
で
、
渡
来
僧
兀
庵
普
寧
の
法
嗣
と
な
り
、
文
永
五
年
に
京
都
に
正
伝
寺
を
創
建

し
た
人
物
で
あ
る（
11
（

。
神
祇
信
仰
に
篤
く
、
元
使
・
高
麗
使
の
来
日
に
際
し
て
は
、
正
伝
寺
で
異
国
降
伏
の
祈
祷
を
行
っ
た
。
本
史
料

は
、
文
永
八
年
九
月
、
す
な
わ
ち
三
別
抄
国
書
が
朝
廷
・
院
で
評
定
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
、
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
、「
一

心
啓
白
八
幡
大
士
六
十
余
州
一
切
神
等
」
と
あ
る
よ
う
に
、
神
祇
信
仰
の
中
で
も
、
八
幡
信
仰
に
と
く
に
傾
倒
し
て
い
た
。
趣
旨
は
、

「
蒙
古
怨
敵
」「
降
伏
敵
国
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
異
国
降
伏
で
あ
り
、
末
尾
に
は
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

こ
の
願
文
で
は
、伝
聞
と
し
て
、蒙
古
人
が
、日
本
の
弓
箭
兵
仗
武
具
は
他
国
に
超
越
し
、人
は
勢
力
が
あ
る
が
、「
国
中
下
賤
無
道
」

の
た
め
、「
無
理
乱
国
」
と
な
っ
た
と
言
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。「
二
国
和
合
、
衣
冠
一
致
、
両
度
牒
使
高
麗
人
也
、
顕
然
無
疑
」
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と
蒙
古
と
高
麗
の
共
謀
は
明
瞭
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
蒙
古
怨
敵
」
と
は
あ
る
が
、「
高
麗
怨
敵
」
と
い
う
表
現
は
な
く
、
蒙

古
を
警
戒
し
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。「
先
度
牒
状
不
及
返
牒
、
第
二
牒
状
応
有
返
牒
」「
仍
無
返
牒
、
無
有
和
親
」
と
、
返
牒

の
有
無
に
つ
い
て
も
関
心
を
持
ち
、
正
確
な
情
報
を
得
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
又
高
麗
半
違
背
蒙
古
、
随
順
本
朝
」
と
、
高
麗
は
半

ば
蒙
古
に
背
き
、
本
朝
（
日
本
）
に
随
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
永
八
年
九
月
と
い
う
時
期
か
ら
推
定
す
る
と
、
三
別

抄
の
反
乱
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
東
巌
慧
安
は
三
別
抄
国
書
の
内
容
を
知
っ
て
お
り
、
国
書
と
使
者
か
ら
得
た
情
報
に
基

づ
き
、
こ
う
し
た
記
述
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二  

蒙
古
襲
来
後
の
日
本

－
高
麗
関
係

（
一
）
異
国
征
伐
計
画

以
上
の
よ
う
な
、
日
本
の
蒙
古
と
高
麗
に
対
す
る
認
識
の
差
は
、
文
永
十
一
年
十
月
の
文
永
の
役
に
よ
っ
て
崩
壊
し
、
高
麗
も
敵

国
と
認
識
さ
れ
た
。
そ
れ
が
端
的
に
出
て
く
る
の
が
、
異
国
征
伐
で
あ
る
。

異
国
警
固
之
間
、
要
害
石
築
地
事
、
高
麗
発
向
輩
之
外
、
課
于
奉
行
国
中
、
平
均
所
致
沙
汰
候
也
、
今
月
廿
日
以
前
、
相
具
人

夫
、
相
向
博
多
津
、
請
取
役
所
、
可
被
致
沙
汰
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

建
治
二
年
三
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
押
紙
）「
太
宰
少
弐
盛
経
」
少（
武
藤
経
資
（

弐
（
花
押
）

　
　
　

深
江
村
地
頭
殿（
11
（

文
永
の
役
の
直
後
、鎌
倉
幕
府
は
、再
度
の
蒙
古
襲
来
に
備
え
て
、様
々
な
対
策
を
講
じ
た
。
こ
の
史
料
は
、建
治
二
年（
一
二
七
六
）



二
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三
月
十
日
、
鎮
西
奉
行
武
藤
経
資
が
肥
前
国
の
深
江
村
地
頭
に
対
し
て
、「
異
国
警
固
の
た
め
、
要
害
石
築
地
を
、
高
麗
発
向
の
輩

の
他
は
、
奉
行
の
国
中
に
課
し
、
平
均
に
沙
汰
を
致
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
三
月
二
十
日
以
前
に
人
夫
を
連
れ
て
博
多
津
に
向
か
い
、

担
当
す
べ
き
役
所
を
請
け
取
り
、
沙
汰
を
す
る
よ
う
に
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
年
に
お
け
る
博
多
湾
一
帯
の
石
築
地
（
元

寇
防
塁
）
の
築
造
を
命
じ
た
文
書
と
し
て
著
名
な
も
の
で
あ
る（
11
（

。「
高
麗
発
向
」
と
は
、「
異
国
征
伐
」
と
も
言
わ
れ
、
高
麗
を
攻
撃

す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（
11
（

。
文
永
の
役
の
直
後
、
鎌
倉
幕
府
は
、
博
多
湾
一
帯
に
石
塁
を
構
築
す
る
こ
と
と
、
高
麗
を
攻
撃
す
る
こ

と
を
、
同
時
並
行
で
準
備
し
た
。
異
国
征
伐
＝
高
麗
征
伐
に
関
す
る
同
時
期
の
史
料
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る（
11
（

。

為
高
麗
征
伐
、
被
遣
武
士
候
、
同
可
罷
渡
之
由
、
被
仰
下
候
也
、
恐
々
謹
言
、

　
　

建
治
二
年
後
三
月
五
日　
　
　
　
　
　

久
（
島
津
（時
御
判

　
　
　

大
隅
五
郎
殿

島
津
久
時
が
管
国
の
武
士
に
対
し
て
、「
高
麗
征
伐
」
を
命
じ
た
文
書
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
書
は
九
州
一
円
の
武
士
た
ち
に
出

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
高
麗
は
、
蒙
古
と
と
も
に
日
本
に
襲
来
し
た
敵
国
で
あ
り
、
討
伐
す
べ
き
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
た

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
高
麗
征
伐
は
、
準
備
さ
れ
た
が
、
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
中
止
の
理
由
を
記
し
た
史
料
は
な
い

が
、
攻
撃
（
高
麗
征
伐
）
よ
り
も
防
御
（
石
築
地
）
を
優
先
し
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
異
国
征
伐
は
何
度
も
計
画
さ
れ
、
か
つ
結
局
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た（
11
（

。
次
の
史
料
は
、
弘
安
四
年
の
弘
安
の
役
直
後
に
、
異

国
征
伐
が
企
画
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
史
料
で
あ
る（
11
（

。

可
被
征
伐
高
麗
之
由
、
自
関
東
其
沙
汰
候
歟
、
少
弐
乎
大
友
乎
為
大
将
軍
、
三
ヶ
国
御
家
人
、
悉
被
催
立
、
并
大
和
・
山
城
悪

徒
五
十
六
人
、
今
月
中
可
向
鎮
西
之
由
、
其
沙
汰
候
、（
中
略
）
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

乃
刻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聖
守
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「（
奥
端
（
「
猪
名
庄
・
豊
田
庄
間
事
大
勧
進
上
人
返
事　
　

弘
安
四
年
八
月
十
六
日

」
聖
守
」

　
「（
包
紙
ウ
ハ
書
（

弘
安
四
年
聖
守
上
人
消
息

　

蒙
古
襲
来
古
文
書
弐
枚
」

弘
安
四
年
八
月
十
六
日
の
書
状
で
、
東
大
寺
の
聖
守
は
、
高
麗
を
征
伐
す
る
よ
う
に
関
東
（
鎌
倉
幕
府
）
か
ら
沙
汰
が
あ
っ
た
こ

と
、
少
弐
（
武
藤
経
資
）
か
大
友
（
頼
泰
）
が
大
将
軍
と
し
て
、
三
カ
国
の
御
家
人
を
全
て
動
員
し
、
さ
ら
に
大
和
・
山
城
の
悪
徒

五
十
六
人
は
今
月
中
に
鎮
西
に
向
か
う
べ
し
と
沙
汰
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
文
永
・
弘
安
の
役
の
直
後
に
異
国
征
伐
が
企

画
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
高
麗
に
対
す
る
報
復
の
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
中
心
は
鎮
西
東
西
奉
行
の
武
藤
氏
と
大
友
氏
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
は
、
九
州
三
カ
国
の
武
士
に
加
え
て
、
大
和
・
山
城
と
い
っ
た
畿
内
の
悪
徒
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
勤
仕
の
対
象
が
広

範
化
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

（
二
）
正
応
五
年
の
高
麗
使
金
有
成
の
来
日

弘
安
の
役
後
も
蒙
古
使
・
高
麗
使
が
度
々
来
日
し
、
日
本
招
諭
を
行
っ
た
。
文
永
の
役
後
は
、
来
日
し
た
蒙
古
使
・
高
麗
使
は
鎌

倉
や
博
多
で
殺
害
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
蒙
古
使
の
中
に
高
麗
人
が
同
行
す
る
こ
と
も
あ
っ
た（
11
（

。
最
後
の
日
本
招
諭
の
高
麗
使
節
と

な
っ
た
の
は
、
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
十
月
に
来
日
し
た
金
有
成
で
あ
る
。
金
有
成
は
次
の
至
元
二
十
九
年
（
一
二
九
二
）
十
月

の
高
麗
国
王
国
書
を
持
参
し
た（
1（
（

。

皇
帝
福
廕
裏
特
進
上
柱
国
開
府
儀
同
三
司

　
　
　

駙
馬
高
麗
国
王
王
昛
、

　
　

謹
奉
書
于



二
二

　
　

日
本
国
王
殿
下
、
冬
寒　

伏
惟

　
　

尊
候
（
侯
カ
（万
福
臨
莅
、
不
穀
篤
承

皇
帝
聖
徳
、
大
元
国
保
守
弊
封
、
小
邦
与

　
　

�
貴
国
隔
海
為
隣
、
昔

　
　

�
貴
国
商
人
、
時
或
往
来
於
金
海
府
、
因
以
為
好
、
曽
無
嫌
隙
、
今五

月
貴
国
商
船
、
到
泊
耽
羅
洲
渚
、
耽
羅
人
性
本
頑
点
、

追
逐
其
船
、
邏
捉
二
名
而
送
之
、
小
邦
申
於

　
　

大
元
国
而
押
送
、

皇
帝�

詔
問
其
由
、
命
還
本
国
而
護
送
、
故
差
朝
奉
大
夫
大
僕
尹
世
子
石
庶
尹
金
有
成
、
前
去
致
辞
并
送
其
商
人
、
惟
悉
之
、
両

国
既
已
為
隣
、
凡
終
始
休
戚
、
敢
不
相
恤
、
且
為

　
　

貴
国
計
之
将
有
利
国
之
一
端
、
不
得
不
陳
、
未
審
殿
下
之
所
―

捨
伏
増
惶
―

懼
、
我
―

国
元
―

自
祖
―

先
臣
―

事

　
　

大
元
其
来
尚
矣
、
我
父
王
再
覲

　
　

天
庭
輙
蒙

聖
―

奨
安
―

保
国
家
恪
―

勤
候
―

度
、
予
為
世
―

子
時
、
継
父
親
朝

皇
帝
、
特
垂
龍
―

渥
許
尚

　
　

�

公
―

主
冊
為
駙
―

王
承
襲
宗
―

器
因
不
失
国
号
君
―

臣
社
―

稷
、
礼
―

楽
文
―

物
、
衣
―

冠
名
―

分
、
一
切
仍
旧
、
百
姓
按（
安
（堵
、

楽
業
安
生
、
実
輸
誠
事
大
之
故
也
、
且
宋
―

朝
軍
―

民
、
不
為
不
多
、
金
湯
不
為
不
固
、
不
知
有
唐
虞
之
大
―

統
、
自
大

而
不
庭
故
、

皇
帝
親
征
天
兵
奄
至
、
宋
之
君
臣
倉
―

卒
失
措
、
遣
使
請
哀
、
若
許
班
師
、
世
脩
朝
貢
、
歳
納
方
物
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皇
帝
軫
慈
而
却
兵
遣
翰
林
学
―

士
郝
経
宣
諭
甚
敢
、
宋
―

国
執
迷
不
悛
、
違
命
不
朝
、

帝
乃�

震
―

怒
、
大
発
王
師
、
討
以
失
期
、
兵
威
所
加
、
石
如
壓
卵
殄
滅
国
号
、
九
廟
隳
百
―

官
毀
、
無
復
君
臣
之
礼
、
三
百
年

積
累
之
基
、
一
旦
傾
―

覆
、
仍
命
設
官
置
者（
省
（、

完
護
遺
民
亦
貴
国
之
所
聞
、
我
国
所
見
、
古
典
云
、
順
天
者
昌
、
事
大
者
興
、

又
云
、
抗
行
為
過
、
和
―

睦
為
好
、
可
不
戒
哉
、
可
不
儆
哉
、
今

�
�

我
大
元
国

皇
帝�

陸
下
、
千
載
応
期
、
神
―

聖
文
明
、
功
―

徳
兼
―

豊
、
仁
―

慈
寛
―

厚
、
好
生
悪
殺
、
徳
洽
群
生
、
普
天
之
下
莫
不
感
徳
梯

航
幅
湊
、
猶
恐
不
及

�
�

貴
国
、
念
我
国
之
存
、
懲
宋
―

朝
之
亡
、
遣
一
―

介
之
使
、
奉
一
尺
之
表
、
朝
於
大
元
、
則
無
損
於
今
、
有
益
於
後
、
誠

�
�
�

貴
国
社
稷
之
福
也
、
若
恃
阻
大
―

洋
而
不
与
隣
国
交
―

通
所
未
知
也
、
脆
有
不
従
之
、
則
噬
臍
何
及
、
自
古
靡
有
軽
隣
、

而
能
保
国
家
者
也
、
小
邦
爰
処
旧
都
、
其
勢
易
弱
、
猶
且
在
宥
一
示
同
仁
、
許
安
土-

着
如
向
所
陳

�
�
�

貴
国
邈
在
海
外
、
但
遣
使
入
―

朝
、
決
無
後
患
、
幸
進
―

退
詳
酌
、
頃
在
辛
巳
年
、
因
辺
将
所
奏
、
発
兵
往
征
戦
艦
、
因

風
―

濤
播
蕩
、
間
或
失
水
軍
―

卒
、
有
遺
―

漏
不
還
者
、
今
聞
耽
―

羅
所
送
商
―

人
言

�
�

貴
国
並
皆
収-

護
処
―

養
、
似
順
好
生
之

聖
徳
、
此
一
幸
也
、

�
�

貴
国
宗
―

社
、
有
霊
以
不
―

穀
之
言
為
可
取
、
納
款
帰
朝
、
則
必
蒙

聖
沢
、
無
秋
毫
之
失
、
有
磐
石
之
安
、
予
亦
処
中
、
保
命
導
霈
皇
恩
以
貽
百
世
之
寧
、
不
穀
之
言
、
可
不
方
信
、
予
之
所
以
区
々

者
、
只
為
彼
此
無
辜
耳
、
伏
惟

傾
炤
、
不
宣
、
再
拝
、
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至
元
二（
正
応
五
年
（

十
九
年
十
月　

日　

状

高
麗
王
が
日
本
国
王
に
宛
て
た
長
文
の
国
書
で
あ
る
。
冒
頭
で
は
、
二
回
に
わ
た
る
蒙
古
襲
来
＝
戦
争
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、「
貴

国
隔
海
為
隣
、
昔
貴
国
商
人
、
時
或
往
来
於
金
海
府
、
因
以
為
好
、
曽
無
嫌
隙
」
と
、
友
好
関
係
が
あ
っ
た
時
期
の
両
国
の
関
係
が

語
ら
れ
て
い
る
。
五
月
に
日
本
の
商
船
が
耽
羅
に
到
り
、
耽
羅
人
が
商
船
を
追
逐
し
、
二
名
を
捕
ら
え
て
高
麗
に
送
っ
て
き
た
。
高

麗
は
、
こ
の
二
人
を
元
に
送
り
、
皇
帝
が
日
本
へ
の
還
送
を
命
じ
た
た
め
、
こ
れ
を
護
送
す
る
と
い
う
の
が
使
節
派
遣
の
名
目
と
し

て
語
ら
れ
て
い
る
。

後
半
で
は
、
高
麗
が
元
に
臣
属
し
て
大
き
な
利
点
が
あ
る
こ
と
と
、
元
に
降
伏
し
た
宋
が
約
束
し
た
朝
貢
を
し
な
か
っ
た
た
め
、

元
皇
帝
が
怒
っ
て
宋
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
、
元
皇
帝
の
徳
の
高
さ
を
説
き
、
日
本
も
元
に
仕
え
る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
。
こ
の
金
有
成

の
来
日
は
、
異
国
警
固
を
継
続
す
る
日
本

－
鎌
倉
幕
府
に
大
き
な
脅
威
と
な
っ
た
。
鎌
倉
幕
府
は
次
の
よ
う
な
文
書
を
出
し
、
対
応

し
た（
11
（

。為
異
賊
警
固
、所
下
遣
兼（
北
条
（時・
々（
同
（家
於
鎮
西
也
、防
戦
事
、加
評
定
、一
味
同
心
、可
運
籌
策
、且
合
戦
之
進
退
、宜
随
兼
時
之
計
、

次
地
頭
御
家
人
并
寺
社
領
本
所
一
円
地
輩
事
、
背
守
護
人
之
催
促
、
不
一
揆
者
、
可
注
申
也
、
殊
可
有
其
沙
汰
之
由
、
可
相
触

薩
摩
国
中
之
状
、
依
仰
執
達
如
件
、

　
　

正
応
六
年
三
月
廿
一
日　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
��

�
�

陸（
北
条
宣
時
（

奥
守
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
��

�
�

相（
北
条
貞
時
（

模
守
（
花
押
）

　
　
　

島
津
下（
忠
宗
（野
三
郎
左
衛
門
尉
殿

「
異
賊
警
固
」「
異
国
防
禦
」
の
た
め
、
鎌
倉
幕
府
は
北
条
兼
時
・
同
時
家
を
九
州
（
博
多
）
に
派
遣
し
、
蒙
古
が
襲
来
し
た
場
合

の
防
戦
を
指
揮
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
異
賊
警
固
の
軍
役
は
、
地
頭
御
家
人
・
寺
社
領
本
所
一
円
地
輩
の
双
方
に
賦
課
さ
れ
て
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い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
他
の
史
料
に
よ
る
と
、
こ
の
時
派
遣
さ
れ
た
兼
時
・
時
家
両
名
は
、「
鎮
西
奉
行
人
」（
11
（

と
さ
れ
て
お
り
、

鎌
倉
初
期
以
来
の
鎮
西
奉
行
と
後
期
の
鎮
西
探
題
の
過
渡
的
な
位
置
づ
け
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
当
時
、
鎌
倉
幕
府
は
、
異
国
降
伏
祈
祷
の
実
施
や
異
国
警
固
番
役
の
強
化
、
烽
火
の
演
習
等
、
蒙
古
の
再
襲
来
を
想
定
し
た

政
策
を
実
施
し
て
お
り
、
金
有
成
の
来
日
が
、
日
本

－

鎌
倉
幕
府
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
元
側
も
、
三

度
目
の
日
本
遠
征
を
何
度
も
企
画
し
、
そ
の
準
備
も
行
っ
て
い
た
が
、
様
々
な
事
情
で
実
施
さ
れ
な
か
っ
た（
11
（

。

お
わ
り
に

鎌
倉
幕
府
は
、
異
国
警
固
や
石
築
地
の
修
築
を
怠
ら
ず
、
こ
う
し
た
緊
張
関
係
は
鎌
倉
末
ま
で
続
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
と

高
麗
の
関
係
は
緊
張
関
係
を
保
っ
た
ま
ま
、
全
く
修
復
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
日
元
関
係
が
、
政
治
的
に
は
緊
張
関
係
が
続
き

な
が
ら
も
、
日
元
貿
易
の
活
発
化
に
よ
っ
て
、
経
済
・
文
化
的
に
は
活
発
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

こ
う
し
た
日
本
と
高
麗
の
緊
張
関
係
は
い
つ
ま
で
継
続
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、十
四
世
紀
後
半
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
三
五
〇
年
の
い
わ
ゆ
る
「
庚
寅
以
来
の
倭
寇
」（
前
期
倭
寇
）
の
活
発
化
に
よ
っ
て
、
高
麗
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
高
麗
は

こ
れ
に
対
し
て
、
外
交
交
渉
に
よ
っ
て
、
倭
寇
の
沈
静
化
と
被
虜
人
の
送
還
を
意
図
し
た
。
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）、
金
龍
・
金

逸
ら
が
相
次
い
で
京
都
に
到
着
し
、
倭
寇
鎮
圧
の
外
交
交
渉
を
行
っ
た（
11
（

。

こ
の
時
、
高
麗
使
に
対
応
し
た
の
は
、
外
交
権
を
持
つ
朝
廷
で
あ
っ
た
が
、
朝
廷
内
で
は
、
蒙
古
襲
来
の
記
憶
が
蘇
り
、
蒙
古
襲

来
を
中
心
と
し
た
高
麗
と
の
外
交
関
係
記
録
が
編
集
さ
れ
た
。
先
例
主
義
で
あ
る
公
家
社
会
の
一
般
的
な
慣
例
で
あ
る
。
結
局
、
公

家
政
権
は
、
高
麗
国
書
が
無
礼
で
あ
る
と
い
う
理
由
を
つ
け
て
、
返
牒
し
な
か
っ
た
。
日
元
交
渉
以
来
の
伝
統
的
外
交
の
踏
襲
で
あ
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る
。
こ
の
時
、
新
興
の
室
町
幕
府
は
、
将
軍
足
利
義
詮
が
天
龍
寺
で
高
麗
使
節
に
対
面
し
た
り
、
返
書
を
出
す
な
ど
、
対
高
麗
外
交

を
担
っ
た
。
十
五
世
紀
初
頭
の
日
明
外
交
で
鮮
明
に
な
る
武
家
政
権
に
よ
る
外
交
機
能
の
接
収
は
、
こ
の
時
期
に
大
き
く
進
展
す
る

の
で
あ
る
。

注
（
１
）��

川
添
昭
二
『
蒙
古
襲
来
研
究
史
論
』
雄
山
閣
、
一
九
七
七
年
。
ま
た
、
以
下
、
日
元
交
渉
や
蒙
古
襲
来
に
関
す
る
記
述
は
、
断
ら
な
い
限
り
、
佐
伯

弘
次
『
日
本
の
中
世
九　

モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の
衝
撃
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
三
年
に
よ
る
。

（
２
）��

論
文
は
多
数
あ
る
が
、
著
書
と
し
て
は
、
池
内
宏
『
元
寇
の
新
研
究　

一
』
東
洋
文
庫
、
一
九
三
一
年
、
青
山
公
亮
『
日
麗
交
渉
史
の
研
究
』
明
治

大
学
、
一
九
五
五
年
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）��

『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
二
巻
所
収
「
沙
汰
未
練
書
」。

（
４
）��

竹
内
理
三
編
『
鎌
倉
遺
文
古
文
書
編
』
十
三
巻
九
五
六
四
号
「
蒙
古
国
牒
状
」。
以
下
、『
鎌
遺
』
十
三

－

九
五
六
四
の
ご
と
く
略
す
。
な
お
、
以
下

の
引
用
史
料
は
、
主
と
し
て
、
佐
伯
弘
次
・
森
平
雅
彦
・
舩
田
善
之
・
池
田
栄
史
編
『《
元
寇
》
関
係
史
料
集
（
稿
）』
Ⅰ
日
本
史
料
編
・
Ⅱ
中
国
・
朝

鮮
史
料
編
・
Ⅲ
日
本
史
料
・
中
国
史
料
補
遺
編
、
九
州
大
学
、
二
〇
一
〇

－

二
〇
一
一
年
に
よ
る
。

（
５
）��

『
鎌
遺
』
十
三

－

九
八
八
五
。

（
６
）��

『
鎌
遺
』
十
三

－
九
九
一
一
、
文
永
五
年
四
月
五
日
日
蓮
書
状
以
下
、
多
数
あ
る
。

（
７
）��

『
鎌
遺
』
十
三

－
九
七
七
〇
。

（
８
）��

『
鎌
遺
』
十
三

－
九
八
四
五
。

（
９
）��

張
東
翼
「
一
二
六
九
年
「
大
蒙
古
国
」
中
書
省
の
牒
と
日
本
側
の
対
応
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
四

－

八
、二
〇
〇
五
年
）。

（
（0
）��

『
吾
妻
鏡
』
安
貞
元
年
五
月
十
四
日
条
。
青
山
前
掲
書
二
七
頁
。

（
（（
）��

『
国
史
大
系　

本
朝
文
集
』
巻
六
十
七
。

（
（（
）��

張
東
翼
論
文
七
〇
頁
。
史
料
は
「
蒙
古
来
使
記
録
」（『
鎌
遺
』
十
四

－

一
〇
三
八
〇
）。
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（
（（
）��

荒
木
和
憲
「
文
永
七
年
二
月
日
付
大
宰
府
守
護
所
牒
の
復
原
―
日
本
・
高
麗
外
交
文
書
論
の
一
齣
―
」（『
年
報
太
宰
府
学
』
二
、二
〇
〇
八
年
）。

（
（（
）��
日
蓮
聖
人
遺
文
（
文
永
七
年
）
十
一
月
二
十
八
日
日
蓮
書
状
（『
鎌
遺
』
十
四

－
一
〇
七
四
二
）。

（
（（
）��
『
吉
続
記
』
文
永
八
年
九
月
二
日
条
（
史
料
大
成
二
三
）。
以
下
の
記
述
は
本
史
料
に
よ
る
。

（
（（
）��

同
前
文
永
八
年
九
月
四
日
条
。

（
（（
）��

川
添
前
掲
書
。

（
（（
）��

石
井
正
敏
「
文
永
八
年
来
日
の
高
麗
使
に
つ
い
て
―
三
別
抄
の
日
本
通
交
史
料
の
紹
介
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
』
一
二
、一
九
七
八
年
）、

村
井
章
介
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
中
世
日
本
』
校
倉
書
房
、
一
九
八
八
年
。

（
（（
）��

『
吉
続
記
』
文
永
八
年
九
月
二
十
一
日
条
。

（
（0
）��

同
前
文
永
八
年
九
月
二
十
二
日
条
。

（
（（
）��

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
保
管
文
書
（
歴
史
学
研
究
会
編
『
日
本
史
史
料　

二　

中
世
』
一
四
〇
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）。

（
（（
）��

山
城
正
伝
寺
文
書
文
永
八
年
九
月
東
巌
慧
安
願
文
（『
鎌
遺
』
十
四

－

一
〇
八
八
〇
）。

（
（（
）��

竹
貫
元
勝
「
東
巌
慧
安
」（『
国
史
大
辞
典
』
一
〇
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）。

（
（（
）��

深
江
文
書
建
治
二
年
三
月
十
日
武
藤
経
資
書
状
（『
鎌
遺
』
十
六

－

一
二
二
六
〇
）。

（
（（
）��

川
添
昭
二
編
『
注
解
元
寇
防
塁
編
年
史
料
』
福
岡
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
一
年
。

（
（（
）��

相
田
二
郎
『
蒙
古
襲
来
の
研
究
増
補
版
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
。

（
（（
）��

「
旧
記
雑
録
」
所
収
建
治
二
年
後
三
月
五
日
島
津
久
時
書
状
（『
鎌
遺
』
十
六

－

一
二
二
九
三
）。

（
（（
）��

海
津
一
朗
『
蒙
古
襲
来　

対
外
戦
争
の
社
会
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
。

（
（（
）��

東
大
寺
文
書
弘
安
四
年
八
月
十
六
日
聖
守
書
状
（『
鎌
遺
』
十
九

－

一
四
四
二
二
）。

（
（0
）��

例
え
ば
、『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
建
治
元
年
四
月
十
五
日
条
（
続
史
料
大
成
一
八
）
に
、
高
麗
訳
語
郎
将
徐
（
年
三
十
三
）
が
見
え
る
。

（
（（
）��

金
沢
文
庫
文
書
至
元
二
十
九
年
十
月
高
麗
国
王
国
書
写
（『
鎌
遺
』
二
十
三

－

一
八
〇
四
〇
）。

（
（（
）��

島
津
家
文
書
正
応
六
年
三
月
二
十
一
日
関
東
下
知
状
（『
鎌
遺
』
二
十
三

－

一
八
一
三
〇
）。
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樺
山
文
書
正
応
六
年
三
月
二
十
一
日
関
東
下
知
状
（『
鎌
遺
』
二
十
三

－

一
八
一
三
一
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池
内
前
掲
書
。
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中
村
栄
孝
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究　

上
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）、
張
東
翼
「
一
三
六
六
年
高
麗
国
征
東
行
中
書
省
の
咨
文
に
つ
い
て
」

（『
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
』
二
、二
〇
〇
七
年
）、
石
井
正
敏
「
貞
治
六
年
の
高
麗
使
と
高
麗
牒
状
に
つ
い
て
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要　

史
学
』

五
五
、二
〇
一
〇
年
）。




